アジア日本語学部生会議　参加者募集要項
1. 企画目的
経緯・目的
　今日、日本とメコンの関係はますます重要なものになっており、アジア各国において、日本を代表する科学技術だけでなく、アニメ、漫画をはじめとする多くのサブカルチャーが大変人気を博し、日本語を学ぶ学生が増え続けている。しかしながら、その多くの学生が経済的・社会的理由から、日本に来ることが難しいというのが現状である。このような現状を見て、私たちはこの会議の必要性を痛切に感じ、「アジア日本語学部生会議」を計画した。こうしたアジアと日本の学生の交流は、お互いにとって非常に大きな意味を持つと確信している。
普段の生活で、アジアの人々と関わることの少ない日本人学生にとっては、アジアの学生と交流することは、誤った先入観を払拭し、アジアの現状を知るよい契機であるのと同時に、アジアの学生が、文化、歴史など様々な観点から日本を学習する絶好の機会であると考える。今日、「グローバル化＝西洋化」という風潮があるが、メコン川流域の国々は欧米に対する以上に日本への憧れが強いのが現状である。本企画開催を機に、アジア各国で「グローバル化＝日本化」という新たな潮流を創出し、日本文化やその背景にある独自の精神性や考え方などの「日本の心」を発信していきたい。
また観光や資料を通してだけでは得られない文化や歴史、その国の背景などを文化体験や企業訪問などを通して実感してもらい、文化の相互理解を促し、日本学(Japanology)という新たな形式の日本の文化発信を目指していきたい。また日本人学生には自国の文化の再認識のための契機にしてもらいたいと考えている。
2. 企画概要
【主催】　　　　　　　アジア日本語学部生会議運営委員会
【日時】　　　　　　　８月２５日～８月３０日　（６日間）
【場所】　　　　　　　京都外国語大学・京都府内
【内容の概要】　　　　人的交流・文化的交流・学術的交流を目指したプログラムを行う。
【参加資格】
以下の5カ国内で日本語学部に属しているか、日本語を勉強している大学生で、日本への渡航経験のない学生。かつ日本と自国との友好関係の構築に尽力できる学生
【募集人数】
海外学生：３０名程度
(中国、タイ、ベトナム、カンボジア、ラオス、から各国5名程度)
日本人学生：１０名
【費用】
 　各国から関西国際空港までの渡航費と初日・最終日の昼食代は自己負担
その他の日本での宿泊代、食事代、交通費、お寺の入館料などは日本側が負担します。
【申込期間】
最終募集
【書類審査】2009年7月3日(金)～7月12日(日)18：00

【電話審査】2009年7月13日(月)～7月16日(木)

※応募者全員にお電話させて頂いて、応募書類を基にいくつか質問をさせて頂きます。
※書類選考応募フォームに希望日時を記載して下さい。
事前ミーティング

本番前に日本人学生に分科会と京都観光の準備を行ってもらうために設けています。

各分科会で日本人学生側からアジアの学生に何を伝えるのか、そして京都観光についての打ち合わせを行います。
事前ミーティング日程：①7月19日(日)13：00～16：00　京都市内
　　　　　　　　　　　②8月2日(日)14：00～16：00　京都市内
③8月16日(日) 13：00～16：00　京都市内
※合格者の方は①、もしくは②の事前ミーティングには参加して下さい。
3. プログラム
	１日目
	海外学生到着日

	
	

	２日目
	京都の文化遺産を訪問(金閣寺、清水寺等)・文化体験・企業訪問

	
	

	３日目
	ディスカッション①（分科会）、フィールドワーク

	
	

	４日目
	ディスカッション②（分科会）

	
	

	５日目
	午前：分科会別提言書作成・アジア日本語学部生会議発表会　午後：京都散策

	
	

	６日目
	海外学生帰国日

	
	


分科会のテーマ
分科会①　　　　　～アジアにおける日本語教育～
今日、アジアにおける日本語教育の需要は急速に高まっている。日本企業のアジア進出、サブカルチャーの普及等が理由として挙げられるが、アジアにおいて日本語は今後どのような役割を担っていくのか。現在の課題は？日本語について討論する点で、本会議において特に重要な議題と言える。
分科会②　　　　　～アジアにおける日本のサブカルチャー～
いまや、日本のアニメや漫画といったサブカルチャーは、立派な日本文化の一つの体系をなしている。しかし、単なる娯楽の一環という認識では、今後衰えていくのは明白である。アニメや漫画が、日本文化の発信にどう貢献していくのか。サブカルチャーの更なる可能性を模索する。
分科会③　　　　　～アジアにおける日本文化～
日本、特に京都は、大陸とは独自の異なる発展を遂げ、長い歴史や伝統を持っている。同時に、経済発展と文化の継承、そのバランスを維持しつつ発展してきたという点で、京都の持つ意味は大きい。京都において会議を開催するに当たり、日本文化に対する言及は、極めて重要な課題である。日本文化がアジアにおいてどのような役割を果たすのか。経済発展と文化継承、各国が直面する課題にどう立ち向かっていくのか。熱い討論を期待する。
分科会④　　　　　～食文化比較～地域の多様性とその安全～
食に関する話題は絶えず世間を賑わせている。アジアは食の宝庫として、多種多様な食文化が見受けられるが、果たしてそれはこれからも持続可能なのか。食糧自給率が40％の日本にとって、食という観点から見たアジアの重要性は？環境、経済と絡めた視点から、アジアの食の行く末を考察する。
募集方法
【1次選考】日本人学生
提出期限：　7月12日（日）18:00(日本時間)までに以下の書類を電子メールにて送信してください。
提出先：　　ACJ-kyoto@hotmail.co.jp　
提出書類
・応募フォーム　【審査対象とならない】
・応募作文　（文字数800字～1200字）【審査対象となる】
指定された空欄を使って、自己紹介とあなたが他の人に最も伝えたいと思うことがらについて、自由に記述してください。例えば、あなたが今までに力を入れてきた課外活動、特技、座右の銘、将来の夢や困難を乗り越えた経験等をお書きください。ここに記載された内容は面接試験の際参考にすることがありますが、直接の採点対象とすることはありません。
【2次選考】
全応募者に対し、電話させて頂き、応募書類を基にいくつか質問をさせて頂きます。
※書類選考応募フォームに希望日時を記載して下さい。
審査日：　2009年7月13日(月)～7月16日(木)
審査手段：こちらから携帯電話にお電話致します。
所要時間：10分間ほど
結果発表
2009年7月17日(金)までにご連絡致します。
・募集に関してご不明点ございましたら、ACJ-kyoto@hotmail.co.jp (井川) までご連絡下さい
